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セブン銀行
当第3四半期末時点の国内ATM設置台数は26,660台（前連結会計年度末差466台
増）となりました。また、各種キャッシュレス決済にともなう現金チャージおよび
預貯金金融機関の取り引きが持ち直したことにより、1日1台当たりのATM平均
利用件数は100.4件（前年同期差4.1件増）となり、ATM総利用件数は前年を上回り
ました。

2023年2月期 第3四半期 決算概況

国内外コンビニエンスストア事業が牽引し
各段階利益において過去最高を達成

セブン‐イレブン・ジャパン　営業利益前期差：+85億円　
［ 主な増減要因 ］ 収入+54億円、荒利率+30億円、販売管理費+1.2億円
目的の商品をお求めにご来店されるお客様の増加を目指し、高付加価値商品の品揃え
拡充や取り扱いアイテム数の増加を図る売場レイアウト変更、イベント感を演出する
販売促進の３つの施策を融合させた取り組みを継続して推進し、チェーン全店売上
は3兆8,834億60百万円（前年同期比103.8％）となりました。水道光熱費増加にも
かかわらず営業利益は1,856億49百万円（同104.8％）となりました。

7-Eleven, Inc.　営業利益前期差：+1,386億円(うち為替影響：+469億円)　
［ 主な増減要因 ］ 収入+2,632億円、荒利率+1,780億円、販売管理費 −3,027億円
労働力不足などの問題が顕在化する中で安定した店舗運営に努め、フレッシュフード
などの差別化商品の品揃え拡充やデリバリーサービス「7NOW」の取り組みを推進
しました。また、2021年5月に取得したSpeedway事業との統合に関するプロセス
は順調に進捗しており、シナジー発現は当連結会計年度で見込んでいた450百万米
ドルを大幅に上回るペースで推移しています。これらの結果、チェーン全店売上は
7兆7,965億87百万円（前年同期比174.7％）と大きく伸長し、営業利益は3,057億
65百万円（同182.9%）となりました。

イトーヨーカ堂　営業利益前期差： −31億円
［ 主な増減要因 ］ 収入 −610億円、営業総利益率+583億円、販売管理費 −4.0億円

コロナ禍以降好調に推移してきた食品売上が減少に転じたことを主因に既存店売上
は前年を下回りましたが、2022年3月1日付のライフフーズの合併効果などにより
荒利率が改善し、営業利益は119億99百万円（前年同期比112.7％）となりました。

ヨークベニマル　営業利益前期差：+13億円　
［ 主な増減要因 ］ 収入+25億円、荒利率+158億円、販売管理費 −170億円

前年の営業時間短縮や入店者数制限の反動によりテナント含む既存店売上は前年
を上回りましたが、食品の荒利率悪化・水道光熱費増加などにより営業損失は56億
17百万円（前年同期は24億65百万円の営業損失）となりました。

セブン＆アイ・フードシステムズ

そごう・西武　営業利益前期差：+50億円
［ 主な増減要因 ］ 収入+62億円、荒利率+1.0億円、販売管理費 −12億円
前年の営業制限の反動による衣料品売上の回復やラグジュアリーブランド品の好調
を主因に既存店売上は前年を上回りましたが、販売管理費の増加を吸収しきれず
営業損失は13億3百万円（前年同期は63億61百万円の営業損失）となりました。

外食ニーズの回復などにより業績は改善傾向にあるものの黒字化にはいたらず、営業
損失は2億4百万円(前年同期は30億40百万円の営業損失)となりました。

2023年2月期 第3四半期決算の詳細は、
セブン ＆ アイHLDGS.  WEBサイト「IR資料室」へ
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2023年2月期連結業績予想（1月12日修正） 

グループ売上 ： 17兆8,290億円＊ （伸び率+25.2%、修正額+1,440億円）
＊セブン‐イレブン・ジャパン、セブン‐イレブン・沖縄および 7-Eleven, Inc.における加盟店売上を含みます。
注）1. 為替換算レートの変更はありません。：U. S. $1=131.00円 1元=19.00円 
2. 2022年11月11日に発表した、そごう・西武株式売却に係る財務数値への影響は含みません。

（ 2022年3月1日～2022年11月30日 ） 

 金額 伸び率 修正額

総額営業収益（参考値） 12兆4,980億円 +42.8% +1,330億円
営業収益 11兆8,120億円 +35.0% +1,660億円
営業利益 5,000億円 +29.0% +230億円
経常利益 4,675億円 +30.4% +251億円
親会社株主に帰属する
当期純利益 2,800億円 +32.8% +160億円

注）2023年2月期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を適用しています。　
なお、従前の計上方法による営業収益である総額営業収益(参考値)は9兆3,194億円(伸び率+51.5%)であります。
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